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桜の開花とともに、令和５年度が幕を開けました。新年度となり、入学や就職などで新しい生活が始まる方も多いことと思います。
今月号では、令和５年度における町の施政方針や重要施策、予算等を掲載しています。
今年度も「広報あいずみ」を通じて、皆さまに町の情報をしっかりお伝えできるように発信してまいります。

今月の主な記事 住 民 の 動 き
令和５年３月末現在（　）内は前月比

人　口	 35,446人	（−96） 15歳未満	 5,142人	（ー９）

65歳以上	 9,085人	（±０）

平均年齢	 44.7歳

　男	 17,111人	（−39）

　女	 18,335人	（−57）

世帯数	 15,265戸	（＋２）
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不
祥
事
の
再
発
防
止
へ
の
取
組

　
昨
年
12
月
の
不
祥
事
に
続
き
、２
月
に
は
、

「
元
副
町
長
」が「
官
製
談
合
防
止
法
違
反
」及

び「
公
契
約
関
係
競
売
入
札
妨
害
」の
疑
い
で

逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。
町
政
へ
の
信
頼
を
著
し

く
失
墜
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
町
民
の
皆
様

に
、
ご
心
配
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
お
り

ま
す
こ
と
を
、
改
め
て
深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

不
祥
事
の
再
発
防
止
・
根
絶
に
向
け
て
、

特
別
職
を
含
め
た
全
て
の
職
員
の
綱
紀
粛

正
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
向
上
、
事

務
処
理
の
改
善
・
見
直
し
を
図
る
な
ど
、
町

政
を
預
か
る
も
の
と
し
て
、
町
民
の
皆
様
か

ら
の
信
頼
回
復
に
全
力
を
傾
注
し
、
そ
の
責

任
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
エ
リ
ア
の
整
備

　
「
東
中
富
・
桜
づ
つ
み
公
園
」に
整
備
す
る

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
基
本

設
計
が
完
了
い
た
し
ま
し
た
。
当
初
、
整
備

を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
芝
生
広
場
は
、
災

害
時
に
も
最
大
限
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
そ

の
ま
ま
残
す
こ
と
と
し
、
芝
生
広
場
の
周
囲

に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
エ
リ
ア
を
確
保
す
る
こ
と

で
、
公
園
機
能
に
＋
α
の
要
素
を
追
加
し
、

町
民
の
皆
様
の
憩
い
の
空
間
を
創
出
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
車
椅
子
の
方
も
利

用
で
き
る
よ
う
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
エ
リ
ア
に

ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
ス
ロ
ー
プ
を
設
け
る
と

と
も
に
、
新
た
に
建
設
す
る
炊
事
場
及
び
照

明
機
器
に
は
、ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、

環
境
負
荷
の
低
減
及
び
災
害
時
に
お
け
る
電

源
確
保
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
町
民

の
皆
様
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
工
事
に
着
手

し
、
今
年
秋
頃
の
完
成
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

高
齢
者
の
活
動
拠
点
施
設
の
整
備

　

高
齢
者
の
活
動
拠
点
施
設
で
あ
る「
藍
翠

苑
」は
、
施
設
建
設
後
45
年
が
経
過
し
、
老

朽
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
新

た
な
施
設
の
整
備
に
向
け
た
設
計
に
着
手
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
在
、
適
地
の
選
定

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実

　
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
中

学
生
の
実
用
英
語
技
能
検
定（
英
検
）の
受
験

勧
奨
策
と
し
て
、
３
級
以
上
の
受
験
料
を
全

額
補
助
す
る
制
度
を
創
設
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
し
て
い
た

「
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
」に
つ
い
て
も
、
是

非
と
も
再
開
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
両
中

学
校
12
名
の
生
徒
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
10

日
間
派
遣
す
る
計
画
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
の
中
で
、
英
会

話
の
重
要
性
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
町
と
し

て
、
無
限
の
可
能
性
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
の

「
学
び
の
意
欲
」を
後
押
し
し
て
ま
い
り
ま

す
。子

育
て
支
援

　

２
０
２
２
年
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
数

は
、
国
の
統
計
開
始
以
来
、
初
め
て
80
万
人

を
下
回
り
、
全
国
的
に
少
子
化
が
進
ん
で
お

り
ま
す
。
国
に
お
い
て
は
、
急
速
に
進
む
少

子
化
を「
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
」と
の
認
識

の
も
と
、
具
体
的
な
対
策
を
と
り
ま
と
め
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
本
町
に
お
い
て
も
、
こ

う
し
た
対
策
を
可
及
的
速
や
か
に
実
施
す
る

こ
と
で
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
施
策

　
今
年
度
は
、「
介
護
保
険
事
業
計
画
及
び
高

齢
者
福
祉
計
画
」の
最
終
年
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
今
後
、
被
保
険
者
数
や
介
護
保
険
給
付
費

な
ど
の
推
移
を
見
極
め
る
と
と
も
に
、
国
及

び
県
の
指
針
に
従
い
、
新
た
に
令
和
６
年
度

を
初
年
度
と
す
る「
第
９
期
計
画
」の
策
定
に

着
手
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
が
推
進
す
る「
高
齢
者
の
保
健

事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
」に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
高
齢
者
の
皆
様
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
よ
り
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
事
業
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。防

災
対
策

　
近
年
、
自
然
災
害
は
激
甚
化
・
頻
発
化
し

令
和
５
年
度
施
政
方
針
と
重
要
施
策（
概
要
）

令
和
５
年
度
施
政
方
針
と
重
要
施
策（
概
要
）
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て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
甚
大
な
被
害
の
発

生
に
備
え
、
他
の
自
治
体
か
ら
の
応
援
職
員

や
応
援
物
資
を
効
果
的
か
つ
円
滑
に
受
け
入

れ
る
た
め
の「
受
援
計
画
」の
策
定
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
の
補
助
事
業
に
採
択
さ
れ
る
こ

と
を
前
提
に
、
太
陽
光
発
電
設
備
を
、
災
害

活
動
拠
点
施
設
と
な
る
役
場
庁
舎
に
整
備
す

る
と
と
も
に
、
西
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

へ
の
設
置
に
向
け
て
設
計
業
務
に
着
手
い
た

し
ま
す
。

藍
の
魅
力
発
信

　
昨
年
11
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

た
藍
住
町
歴
史
館「
藍
の
館
」を
拠
点
と
し

て
、
国
内
外
に
向
け
て
、
藍
住
町
産
の「
藍
」

の
魅
力
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
に
認
定
を
受
け
た
日
本
遺
産

「
藍
の
ふ
る
さ
と
阿
波
」に
つ
い
て
は
、
令
和

６
年
度
が
認
定
更
新
の
時
期
と
な
り
ま
す
。

今
年
度
は
構
成
市
町
や
民
間
団
体
に
よ
る

「
藍
」を
活
用
し
た
持
続
可
能
な
地
域
活
動
が

極
め
て
重
要
と
な
り
ま
す
。
関
係
者
と
と
も

に「
藍
」の
魅
力
に
、さ
ら
な
る
磨
き
を
掛
け
、

認
定
更
新
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

は
、
５
月
８
日
に
は
、
感
染
症
法
上
の
位
置

づ
け
が「
５
類
」に
移
行
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ

て
お
り
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
動
き
が

加
速
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
継
続
さ
れ
る
見

込
み
で
あ
り
、
希
望
さ
れ
る
皆
様
に
円
滑
な

接
種
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
県
や

町
医
師
会
と
の
緊
密
な
連
携
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
今
後
は
、
換
気
な
ど
の
基
本
的
な
感
染
対

策
の
徹
底
を
図
り
な
が
ら
、
国
や
県
と
歩
調

を
併
せ
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
か
ら
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
を
見
据
え
た
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。イ

ン
フ
ラ
施
設
の
維
持
補
修

　
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

に「
み
ど
り
ケ
丘
団
地
周
辺
」及
び「
町
営
中

富
団
地
周
辺
」の
区
域
に
つ
い
て
、
県
の
事

業
認
可
を
取
得
す
る
計
画
と
し
て
お
り
、
早

期
に
整
備
で
き
る
よ
う
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
「
藍
住
町
道
・
排
水
路
等
維
持
補
修
業
務

及
び
土
砂
仮
置
場
維
持
管
理
業
務
」に
つ
い

て
は
、
広
く
公
募
を
行
っ
た
結
果
、
２
事
業

者
か
ら
の
応
募
が
あ
り
、
選
定
委
員
会
で
審

査
し
た
結
果
、「
藍
住
町
建
設
業
協
同
組
合
」

に
決
定
し
、
契
約
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
様
の
生
活
に
密
着
し
た
道
路
や

排
水
路
の
維
持
管
理
を
は
じ
め
、
災
害
時
や

緊
急
時
に
も
、
適
正
・
迅
速
に
機
能
復
旧
が

図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

行
財
政
改
革

　
今
年
度
課
税
分
か
ら
、
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
活
用
し
た
納
付
が
始
ま
り
ま
す
。

事
務
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
利
用
可
能
だ
っ
た
金
融
機
関
に
加

え
、
全
国
の
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
対

応
し
た
金
融
機
関
で
の
納
付
が
可
能
と
な
る

こ
と
か
ら
、
納
税
者
の
皆
様
の
利
便
性
の
向

上
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、「
藍
住
町
・
行
財
政
改
革
・
基

本
計
画
２
０
２
０
」の
中
間
見
直
し
の
年
に

あ
た
り
ま
す
。
社
会
情
勢
の
変
化
や
多
様
化

す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
質
の
高
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
的
に
実
施
で
き
る
よ

う
、
必
要
な
見
直
し
を
行
い
、
効
率
的
・
効

果
的
な
事
務
事
業
の
執
行
や
財
源
の
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
か

ら
３
年
が
経
過
し
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の「
日
常
」

を
取
り
戻
す
動
き
が
広
が
っ
て
お
り
ま
す

が
、
長
期
化
す
る
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
や
、
資
源
価
格
の
高
騰
、
急
激
な
円

安
な
ど
に
よ
り
、
依
然
と
し
て
、
先
行
き
の

不
透
明
感
は
拭
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
発
展
を
支
え

て
き
た
人
口
増
加
に
陰
り
が
見
え
始
め
て
お

り
、
厳
し
い
財
政
運
営
を
迎
え
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
町
の
将
来
像
を
展
望
し
、
い

ま
実
施
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
行
財
政

運
営
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
町
民
の
皆

様
に
親
し
ま
れ
、
信
頼
さ
れ
る「
役
場
づ
く

り
」に
努
め
ま
す
。

　

私
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
皆
様
に「
藍
住

町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」「
住
み
続
け
た
い
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
、
何
よ
り
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
そ
の
思
い
を
具
現
化
さ
せ
る

た
め
、
積
極
果
敢
に「
未
来
へ
の
挑
戦
」を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
。
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令
和
５
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
当
初
予
算

は
、
前
年
度
当
初
比
5
・
9
％
減
の
総
額

1
2
3
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
予
算
の
う
ち
、人
件
費
に
つ
い
て
は
、

一
般
職
・
特
別
職
の
給
与
等
の
ほ
か
再
任
用

職
員
及
び
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
等
を

計
上
し
、
19
億
6
2
0
6
万
円（
6
・5
%

の
増
）と
な
っ
て
い
ま
す
。
扶
助
費
に
つ
い

て
は
、
児
童
手
当
や
保
育
所
・
幼
稚
園
の
施

設
型
給
付
費
、
障
が
い
福
祉
系
の
給
付
費
の

増
加
に
よ
り
34
億
2
9
9
1
万
円（
3
・

8
%
の
増
）と
な
っ
て
い
ま
す
。
普
通
建
設

事
業
費
に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入
事
業
と
し
て
庁
舎
屋

上
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
事
業
を
実

施
す
る
ほ
か
、
世
代
間
交
流
施
設
整
備
事
業

の
実
施
に
必
要
と
な
る
費
用
を
計
上
し
て
い

ま
す
が
、
西
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
大

規
模
改
修
事
業
と
町
立
中
学
校
の
ト
イ
レ
改

修
事
業
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
6
億

6
0
0
7
万
円（
65
・6
%
の
減
）と
な
っ
て

い
ま
す
。
公
債
費
に
つ
い
て
は
、
公
共
工
事

の
実
施
に
伴
い
過
去
に
借
入
れ
し
た
資
金
の

償
還
に
要
す
る
費
用
を
計
上
し
、
8
億

8
8
0
0
万
円（
7
・5
%
の
増
）と
な
っ
て

い
ま
す
。
物
件
費
に
つ
い
て
は
、
町
議
会
議

員
等
の
選
挙
執
行
に
係
る
費
用
や
予
防
接
種

の
実
施
に
係
る
費
用
の
ほ
か
に
、
小
中
学
校

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
機
器
の
リ
ー
ス
料
等

を
計
上
し
て
お
り
、
27
億
6
5
6
6
万
円

（
6
.
3
%
の
増
）と
な
っ
て
い
ま
す
。
補
助

費
等
に
つ
い
て
は
、
75
歳
以
上
の
方
へ
商
品

券
の
給
付
を
行
う
敬
老
祝
券
事
業
の
ほ
か

に
、
移
住
を
促
進
す
る
た
め
の
補
助
金
や
町

立
中
学
校
に
通
う
生
徒
が
英
検
を
受
験
す
る

費
用
を
補
助
す
る
た
め
の
費
用
な
ど
を
計
上

し
、
12
億
3
8
4
3
万
円（
16
・7
%
の
増
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
、

介
護
保
険
事
業
会
計
及
び
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
会
計
へ
の
繰
出
金
を
計
上
し
、
12
億

6
7
6
万
円（
12
・8
%
の
減
）と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

歳
入
予
算
に
つ
い
て
は
、
町
税
が
40
億

9
4
7
6
万
円（
1
・1
%
の
増
）、
地
方
譲

与
税
、
利
子
割
交
付
金
、
配
当
割
交
付
金
、

株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金
、
地
方
消
費
税

交
付
金
、
地
方
特
例
交
付
金
、
交
通
安
全
対

策
特
別
交
付
金
な
ど
の
総
額
と
し
て
9
億

3
4
6
9
万
円（
18
・4
%
の
増
）を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
国
庫
支
出
金
は
21
億
5
9
1
6

万
円
、
県
支
出
金
は
12
億
4
9
0
2
万
円
を

計
上
し
、
地
方
交
付
税
は
15
億
円
、
臨
時
財

政
対
策
債
は
5
億
円
を
そ
れ
ぞ
れ
見
込
ん
で

い
ま
す
。
町
債
に
つ
い
て
は
、
臨
時
財
政
対

策
債
を
除
き
2
億
4
8
5
0
万
円
の
新
規
発

行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
歳
出
予
算
の
見
積

額
に
対
し
て
歳
入
予
算
の
見
積
額
が
少
な
い

た
め
、
そ
の
差
額
6
億
6
4
0
5
万
円
に
つ

い
て
は
基
金
を
取
り
崩
し
て
補
塡
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

な
が
ら
、
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
は
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

文
中
の（�

）数
値
は
前
年
当
初
比
を
表
し
、

予
算
額
等
に
つ
い
て
は
１
万
円
未
満
を
四

捨
五
入
し
て
表
示
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
の
概
要

令和５年度一般会計  当初予算 一般会計 一般会計 123億円123億円 一般会計歳入
歳入の内訳

費　　　　目 予　算　額 構成率
町税
　町民税、固定資産税､ 軽自動車税、たばこ税 40億9,476万円 33.3

自

主

源

財

使用料・手数料
　町施設の使用料や証明書の交付手数料など 2億209万円 1.6
繰入金
　積み立てた基金を取り崩して一般会計に繰り入
れる資金

6億6,405万円 5.4

諸収入
　他の収入科目に属しない収入 1億6,789万円 1.4
繰越金
　前年度の決算上余ったお金 1億5,000万円 1.2
分担金及び負担金
　施設入所者の自己負担金や保育料など、特定の
利益を受けた方に負担していただくお金

1億7,635万円 1.4

財産収入
　施設貸付料や財産売払収入、預金利息など 

（学校給食費も含まれる）
2億3,348万円 1.9

寄附金
　ふるさと納税などの金銭的な寄附 2,001万円 0.1
地方譲与税・交付金
　国が国税として徴収した税金の内、町に配分さ
れるお金（地方譲与税、利子割交付金、配当割交付
金、株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、
地方特例交付金、交通安全対策特別交付金など）

9億3,469万円 7.6

依

存

源

財

地方交付税
　自治体間の財政の不均衡を調整し、どの地域で
も一定の行政サービスが受けられるよう国から交
付される資金

15億円 12.2

国庫支出金
　国が負担すべき費用や国庫補助事業などの事業
実施に対する国からの資金

21億5,916万円 17.6

県支出金
　県補助事業の実施に対する県からの資金 12億4,902万円 10.2
地方債
　町が実施する事業の財源に充当するための外部

（政府・地方自治体金融機構・銀行など）からの長
期的な借入金

7億4,850万円 6.1

合　　　　計 123億円 100.0

地方譲与税・交付金 
9億3,469万円（7.6%）
地方譲与税・交付金 
9億3,469万円（7.6%）
地方譲与税・交付金 
9億3,469万円（7.6%）
寄附金 2,001万円（0.1%）寄附金 2,001万円（0.1%）寄附金 2,001万円（0.1%）

分担金及び負担金 
1億7,635円（1.4%）
分担金及び負担金 
1億7,635円（1.4%）
分担金及び負担金 
1億7,635円（1.4%）財産収入 

2億3,348円（1.9%）
財産収入 

2億3,348円（1.9%）
財産収入 

2億3,348円（1.9%）

繰越金 1億5,000万円（1.2%）繰越金 1億5,000万円（1.2%）繰越金 1億5,000万円（1.2%）

自主財源依存財源

57億
863万円

（46.4%）65億
9,137万円

（53.6%）

地方交付税
15億円（12.2%）
地方交付税

15億円（12.2%）

歳　入
123億円

町税
40億9,476万円
（33.3%）

町税
40億9,476万円
（33.3%）

町税
40億9,476万円
（33.3%）

町民税
18億1,350万円
（14.7%）

町民税
18億1,350万円
（14.7%）

町民税
18億1,350万円
（14.7%）

固定資産税
19億5,996万円
（15.9%）

固定資産税
19億5,996万円
（15.9%）

固定資産税
19億5,996万円
（15.9%）

たばこ税
1億9,000万円
（1.5%）

たばこ税
1億9,000万円
（1.5%）

たばこ税
1億9,000万円
（1.5%）

繰入金 6億6,405万円
（5.4%）
繰入金 6億6,405万円
（5.4%）
繰入金 6億6,405万円
（5.4%）

軽自動車税
1億3,130万円
（1.1%）

軽自動車税
1億3,130万円
（1.1%）

軽自動車税
1億3,130万円
（1.1%）

使用料・手数料
2億209万円
（1.6%）

使用料・手数料
2億209万円
（1.6%）

使用料・手数料
2億209万円
（1.6%）

諸収入 1億6,789万円
（1.4%）
諸収入 1億6,789万円
（1.4%）
諸収入 1億6,789万円
（1.4%）

国庫支出金
21億5,916万円

（17.6%）

国庫支出金
21億5,916万円

（17.6%）

県支出金
12億4,902万円

（10.2%）

県支出金
12億4,902万円

（10.2%）

地方債
7億4,850万円
（6.1%）

地方債
7億4,850万円
（6.1%）
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令和５年度一般会計  当初予算一般会計歳出

歳出性質別内訳
費　　　　目 予　算　額 構成率

人件費
　職員に対し報酬として支払われる一切の経費。議
員報酬、各種委員報酬、特別職給与、職員給の他、
社会保険料等共済費が含まれる。

19億6,206万円 16.0
義
務
的
経
費

扶助費
　生活保護法、児童福祉法、老人福祉法などに基づき、
被扶助者に対し生活を維持するために支出される経費

34億2,991万円 27.9

公債費
　過去に借り入れた資金の返還金 8億8,800万円 7.2

普通建設事業費
　道路、橋梁、学校、庁舎などの施設の新増設の
建設事業に要する経費

6億6,007万円 5.4
投
資
的
経
費

災害復旧事業費
　災害によって被害を受けた施設などの復旧に要する経費 1万円 0.0
物件費
　町が支出する消費的性質の経費 27億6,566万円 22.5

そ　
　
の　
　
他　
　
経　
　
費

維持補修費
　施設を保全し維持するための経費 8,842万円 0.7
補助費等
　他団体（国、県、一部事務組合など）や民間に対
して交付される経費

12億3,843万円 10.1

積立金
　財政運営を計画的にするため、財源の余裕があ
る場合や年度間の財源変動に備えて積立てる経費

2,384万円 0.2

投資及び出資金
　財産を有利に運用するための国債や株式などの
取得に要する経費

0円 0.0

貸付金
　地域住民の福祉増進を図るため、町が直接ある
いは間接に現金の貸付を行うための経費

0円 0.0

繰出金
　一般会計、特別会計及び基金の間で、相互に資
金運用をするための経費

12億676万円 9.8

予備費
　予算外の支出又は予算超過の支出に要する経費 3,684万円 0.3

合　　　　計 123億円 100.0

※�水道事業会計では、資本的収入額が資本的支出額に対
し不足する場合は、当年度分損益勘定留保資金、消費
税資本的収支調整額等で補填するものとしています。

※�下水道事業会計では、資本的収入額が資本的支出額
に対し不足する場合は、当年度分損益勘定留保資金、�
未処分利益剰余金で補填するものとしています。

歳出目的別内訳
費　　　　目 予　算　額 構成率

議会費
　議員報酬など、議会運営に要する経費 1億696万円 0.9

総務費
　課税徴収、統計、選挙、住民登録などの事務に
要する費用及びその他の一般管理的な経費

12億8,171万円 10.4

民生費
　医療費の給付など、社会福祉・老人福祉・児童
福祉に要する費用

51億1,637万円 41.6

衛生費
　保健衛生、ごみ・し尿処理などに要する経費 16億8,117万円 13.7

労働費
　勤労女性センターの運営に要する経費 1,231万円 0.1

農林水産業費
　農業の生産振興、農道・排水路など農業に要する経費 1億2,088万円 1.0

商工業費
　商工業振興、観光振興に要する経費 3,520万円 0.3

土木費
　道路、橋梁、河川、公園、町営住宅などの整備
や管理に要する経費

6億2,493万円 5.1

消防費
　板野東部消防組合負担金や防災事業に要する経
費

5億3,477万円 4.3

教育費
　学校の施設整備、教育・スポーツ・文化の振興
に要する経費

18億3,701万円 14.9

災害復旧費
　災害によって被害を受けた施設などの復旧に要す
る経費

1万円 0.0 

公債費
　過去に借り入れた資金の返還金 8億8,800万円 7.2

予備費・その他
　予算外の支出又は予算超過の支出に要する経費など 6,068万円 0.5

合　　　　計 123億円 100.0 

特別会計当初予算

会　　計
歳入歳出予算額 増減率

（％）令和５年度 令和４年度

国民健康保険事業 35億860万円 35億6,534万円 △1.6

介護保険事業 30億1,233万円 29億3,614万円 2.6

介護サービス事業 1,120万円 1,040万円 7.7

後期高齢者医療事業 4億5,119万円 4億2,200万円 6.9

特別会計（水道事業）予算
区　分 令和５年度 令和４年度 増減率(%)

収益的収入 5億3,145万円 5億3,726万円 △1.1
収益的支出 5億1,895万円 5億2,032万円 △0.3
差 引 額 1,250万円 1,694万円 △26.2
資本的収入 502万円 502万円 0.0
資本的支出 2億9,435万円 4億1,756万円 △29.5
差 引 額 △2億8,933万円 △4億1,254万円 △29.9

特別会計（下水道事業）予算
区　分 令和５年度 令和４年度 増減率(%)

収益的収入 3億7,101万円 3億7,582万円 △1.3
収益的支出 3億5,788万円 2億9,859万円 19.9
差 引 額 1,313万円 7,723万円 △83.0
資本的収入 2億2,348万円 2億2,754万円 △1.8
資本的支出 3億1,330万円 3億1,750万円 △1.3
差 引 額 △8,982万円 △8,996万円 △0.2

義務的経費その他経費

投資的経費
6億6,008万円
（5.4%）

貸付金 0円
（0.0%）
貸付金 0円
（0.0%）
貸付金 0円
（0.0%） 予備費 3,684万円（0.3%）予備費 3,684万円（0.3%）予備費 3,684万円（0.3%）

人件費
19億6,206万円
（16.0%）

扶助費
34億
2,991万円
（27.9%）

62億
7,997万円
（51.1%）

53億
5,995万円
（43.6%）

公債費
8億8,800万円
（7.2%）

普通建設事業費
6億6,007万円

（5.4%）災害復旧事業費
1万円（0.0%）
災害復旧事業費
1万円（0.0%）
災害復旧事業費
1万円（0.0%）

物件費
27億6,566万円
（22.5%）

維持補修費
8,842万円
（0.7%）

維持補修費
8,842万円
（0.7%）

維持補修費
8,842万円
（0.7%）

補助費等
12億3,843万円（10.1%）
補助費等
12億3,843万円（10.1%）
補助費等
12億3,843万円（10.1%）

積立金
2,384万円（0.2%）
積立金
2,384万円（0.2%）
積立金
2,384万円（0.2%）

投資及び出資金 0円（0.0%）投資及び出資金 0円（0.0%）投資及び出資金 0円（0.0%）

繰出金
12億676万円
（9.8%）

歳　出
〈性質別〉
123億円

歳　出
〈目的別〉
123億円

歳　出
〈目的別〉
123億円

議会費
1億696万円（0.9%）
議会費
1億696万円（0.9%）
議会費
1億696万円（0.9%）

予備費・その他
6,068万円（0.5%）
予備費・その他
6,068万円（0.5%）
予備費・その他
6,068万円（0.5%）

公債費
8億

8,800万円
（7.2%）

災害復旧費
1万円
（0.0%）

災害復旧費
1万円
（0.0%）

災害復旧費
1万円
（0.0%） 総務費

12億
8,171万円
（10.4%）

民生費
51億
1,637万円
（41.6%）衛生費

16億
8,117万円
（13.7%）

教育費
18億
3,701万円
（14.9%）

労働費
1,231万円
（0.1%）

労働費
1,231万円
（0.1%）

労働費
1,231万円
（0.1%）

農林水産業費
1億2,088万円
（1.0%）

農林水産業費
1億2,088万円
（1.0%）

農林水産業費
1億2,088万円
（1.0%）

商工業費
3,520万円
（0.3%）

商工業費
3,520万円
（0.3%）

商工業費
3,520万円
（0.3%）

土木費
6億2,493万円
（5.1%）

土木費
6億2,493万円
（5.1%）

土木費
6億2,493万円
（5.1%）

消防費
5億3,477万円
（4.3%）

消防費
5億3,477万円
（4.3%）

消防費
5億3,477万円
（4.3%）
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６
日

上
程
議
案
等

◆�

令
和
４
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
補
正
予
算
の

専
決
処
分
を
報
告
し
、
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

◆�

令
和
４
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て

◆�

令
和
４
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
国
民
健
康

保
険
事
業
）補
正
予
算
に
つ
い
て

◆�

令
和
４
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
介
護
保
険

事
業
）補
正
予
算
に
つ
い
て

◆�

令
和
４
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
）補
正
予
算
に
つ
い
て

◆�

令
和
４
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
後
期
高
齢

者
医
療
事
業
）補
正
予
算
に
つ
い
て

◆�

令
和
４
年
度
藍
住
町
下
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

◆�

令
和
５
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

◆�

令
和
５
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
国
民
健
康

保
険
事
業
）予
算
に
つ
い
て

◆�

令
和
５
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
介
護
保
険

事
業
）予
算
に
つ
い
て

◆�

令
和
５
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
）予
算
に
つ
い
て

◆�

令
和
５
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
後
期
高
齢

者
医
療
事
業
）予
算
に
つ
い
て

◆�

令
和
５
年
度
藍
住
町
下
水
道
事
業
会
計
予
算

に
つ
い
て

◆�

令
和
５
年
度
藍
住
町
水
道
事
業
会
計
予
算
に

つ
い
て

◆�

藍
住
町
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◆�

藍
住
町
水
防
団
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

◆�

藍
住
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◆�

藍
住
町
町
税
等
の
滞
納
に
対
す
る
特
別
措
置

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◆�
藍
住
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

◆�
藍
住
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◆�

藍
住
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

◆�

藍
住
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

◆�

藍
住
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

◆�

藍
住
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◆�

藍
住
町
工
場
設
置
奨
励
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

◆�

藍
住
町
工
場
立
地
法
地
域
準
則
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

◆�

藍
住
町
情
報
公
開
条
例
の
全
部
改
正
に
つ
い
て

◆�

藍
住
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◆�

藍
住
町
個
人
情
報
保
護
法
施
行
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

◆�

町
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

◆�

町
道
の
路
線
変
更
に
つ
い
て

◆�

令
和
５
年
度
藍
住
町
土
地
開
発
公
社
の
事
業

計
画
に
つ
い
て

(

以
上
、
町
長
提
案)

14
日

一
般
質
問

　
米
本　
義
博
議
員
、
林　
茂
議
員
、
前
田　

晃
良
議
員
、
永
浜　
浩
幸
議
員
、
小
川　
幸
英

議
員
の
５
氏
が
、
町
政
全
般
に
関
す
る
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

※�

一
般
質
問
の
内
容
等
は
、
５
月
発
行
予
定
の

「
議
会
だ
よ
り
」で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

22
日

上
程
議
案
等

◆�

議
員
派
遣
の
件
に
つ
い
て

◆�

藍
住
町　
高
橋
英
夫
町
長
の
辞
任
を
求
め
る

動
議

（
以
上
、
議
員
提
案
）

令
和
５
年
第
１
回
議
会
定
例
会
は
３
月

６
日
に
開
会
し
、
町
長
提
案
31
議
案
及

び
議
員
提
案
１
議
案
を
可
決
し
、
22
日

に
閉
会
し
ま
し
た
。

3月議会

新
し
い
民
生
委
員
・

新
し
い
民
生
委
員
・

児
童
委
員
を
紹
介
し
ま
す

児
童
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　
令
和
５
年
３
月
31
日
付
け
で
主
任
児
童
委
員

の
住
友
和
夫
さ
ん
が
退
任
さ
れ
、
同
年
４
月
１

日
付
け
で
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
次
の
方
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

主任児童委員

阿部  哲也氏
（町内全域）

　森林の樹木の緑は、人の心にやすらぎを与えてくれるとともに生活用水の確保・空気の浄化・
環境保全等、人間の健康で文化的な生活を確保するための重要な役割を果たしています。
　現在、「緑の募金」（５月31日まで）が実施されています。
　みどり豊かなうるおいのある生活環境づくりのために、緑の募金にご協力をお願いします。
◆町内募金箱設置場所
　 役場（1階総合案内・2階建設産業課）・図書館・勤労女性センター・藍翠苑・総合文化ホール・JA板野郡藍

住支店・社会福祉協議会・商工会

問  徳島森林づくり推進機構藍住町支部（産業支援室内）　☎（637・3120）

「緑の募金」にご協力をお願いします「緑の募金」にご協力をお願いします
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地域包括支援センター　橋本　和樹
　町職員として責任を持って真摯に業
務に取り組み、藍住町の発展と町民の
皆さんがより良い生活を送れるように
尽力いたします。

税務課　橋本　龍希
　町職員としての自覚を持ち、町民の
皆さん一人一人に寄り添いながら、よ
り良い暮らしを実現できるよう努力い
たします。

議会事務局　岡田　みなみ
　藍住町が徳島県内で一番暮らしやす
く、活気の満ちあふれた町となるよう、
日々の業務に精一杯取り組んでまいり
ます。

学校教育課　吉田　雄紀
　町職員としての責任を持ち、町民の
皆さんが安心して暮らせるように、そ
して、町の発展に貢献できるように精
進してまいります。

社会教育課　川田　野々花
　町民の皆さんが豊かに、心地よく
日々を暮らしていけるように、町づく
りに貢献できる町職員として努めてい
きたいと思います。

生活環境課　藤本　千春
　町職員として、町民の皆さんが毎日
笑顔で安心して暮らせるよう、日々の
努力を大切にし、より良い町づくりに
貢献してまいります。

藍住北幼稚園　近藤　由実
　保育教諭として、子どもたちが安心
して過ごせる場を提供し、笑顔を守れ
るよう常に努力をし、共に成長しなが
ら頑張っていきます。

　

４
月
１
日
付
け
で
職
員
の
定
期
人
事
異
動
を 

行
い
ま
し
た
。
主
な
異
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※（ 

）内
は
旧
職

異
動
者（
異
動
者
の
う
ち
、
課
長
補
佐
以
上(

順
不
同
））

◆�

理
事
兼
総
務
企
画
課
長

　
小
川　
哲
央(

税
務
課
長
）

◆�

議
会
事
務
局
長

　
島
川　
紀
子（
議
会
事
務
局
主
幹
）

◆�

教
育
委
員
会
教
育
次
長

　
藤
原　
あ
け
み（
健
康
推
進
課
長
）

◆�

出
納
室
長

　
堀
川　
真
由
美（
上
下
水
道
課
主
幹
）

◆�

税
務
課
長

　
堺　
政
仁（
総
務
企
画
課
主
幹（
政
策
推
進
室
長
））

◆�

福
祉
課
長

　
深
見　
亜
喜（
福
祉
課
主
幹
）

◆�

住
民
課
長

　
山
瀬　
佳
美（
健
康
推
進
課
主
幹
）

◆�

健
康
推
進
課
長

　
大
地　
亜
由
美（
住
民
課
長
）

◆�

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長（
課
長
）

　
宮
本　
洋
子（
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長（
主
幹
））

◆�

生
活
環
境
課
長

　
鈴
木　
恵
子（
生
活
環
境
課
主
幹
）

◆�

社
会
教
育
課
長

　
橋
本　
清
臣（
生
活
環
境
課
長
）

◆�

藍
住
北
幼
稚
園
長

　
梯　
直
美（
藍
住
北
幼
稚
園
主
査
）

◆�

藍
住
東
幼
稚
園
長

　
新
井　
あ
か
ね（
藍
住
西
幼
稚
園
主
査
）

◆�

中
央
保
育
所
長

　
的
場　
紀
子（
中
央
保
育
所
主
査
）

◆�

総
務
企
画
課
主
幹（
政
策
推
進
室
長
）

　
大
隅　
久
視
子(

福
祉
課
主
幹
）

◆�

福
祉
課
長
補
佐

　
樫
原　
洋
子（
福
祉
課
主
査
）

◆�

福
祉
課
長
補
佐

　
近
藤　
直
美（
住
民
課
主
査
）

◆�

福
祉
課
長
補
佐（
こ
ど
も
家
庭
支
援
室
長
）

　
美
馬　
正
美（
福
祉
課
主
査（
こ
ど
も
家
庭
支
援
室
長
））

◆�

健
康
推
進
課
長
補
佐

　
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
心
得
）

　
川
野　
房
子

　
（�

健
康
推
進
課
主
査（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
心
得
））

◆�

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐

　
坂
東　
善
子（
保
健
セ
ン
タ
ー
主
査
）

◆�
上
下
水
道
課
長
補
佐

　
毛
登
山　
直
美（
出
納
室
主
査
）　

◆�

社
会
教
育
課
長
補
佐

　
川
野　
英
治（
社
会
教
育
課
主
査
）

退
職
者（
同
一
職
種
は
50
音
順
）

◆
阿
部　
佐
希
子（
藍
住
東
幼
稚
園
長
）

◆
石
川　
貴
実
江（
中
央
保
育
所
長
）

◆
大
塚　
喜
美
枝（
議
会
事
務
局
長
）

◆
梯　
達
司（
総
務
企
画
課
長
）

◆
小
泉　
純
子（
藍
住
北
幼
稚
園
長
）

◆
近
藤　
孝
公（
社
会
教
育
課
長
）

◆
近
藤　
政
春（
福
祉
課
長
）

◆
齊
藤　
秀
樹�(

教
育
委
員
会
教
育
次
長
）

◆
谷
渕　
弘
子（
出
納
室
長
）

◆
扶
川　
浩
子（
中
央
保
育
所
主
査
）

◆
石
川　
千
歳（
学
校
教
育
課
主
事
）

◆
武
田　
拓
巳（
社
会
教
育
課
主
事
）

新規採用職員紹介
（職種別50音順）
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【令和５年春開始接種の対象となる基礎疾患について】
【18歳以上で基礎疾患を有する方】

対象者となる理由

通
院
又
は
入
院
さ
れ
て
い
る
方

慢性の呼吸器の病気
慢性の心臓病（高血圧を含む。）
慢性の腎臓病
慢性の肝臓病（肝硬変等）
インスリンや飲み薬で治療中の糖尿病又は他の病気
を併発している糖尿病
血液の病気（ただし、鉄欠乏性貧血を除く。）
免疫の機能が低下する病気（治療中の悪性腫瘍を含む。）
ステロイドなど、免疫の機能を低下させる治療を受
けている
免疫の異常に伴う神経疾患や神経筋疾患
神経疾患や神経筋疾患が原因で身体の機能が衰えた
状態（呼吸障害等）
染色体異常
重症心身障害（重度の肢体不自由と重度の知的障害と
が重複した状態）
睡眠時無呼吸症候群

重い精神疾患（精神疾患の治療のため入院している、
精神障害者保健福祉手帳を所持している、又は自立
支援医療（精神通院医療）で「重度かつ継続」に該当す
る場合）や知的障害（療育手帳を所持している場合）

BMIが30以上である（BMI30の目安：身長170㎝で体
重約87㎏、身長160㎝で体重約77㎏）
その他重症化リスクが高いと医師に認められた方

【５歳から17歳で基礎疾患を有する方】
対象者となる理由

通
院
又
は
入
院
さ
れ
て
い
る
方

慢性呼吸器疾患
慢性心疾患
慢性腎疾患
神経疾患・神経筋疾患
血液疾患
糖尿病・代謝性疾患
悪性腫瘍
関節リウマチ・膠原病
内分泌疾患
消化器疾患・肝疾患等
先天性免疫不全症候群、HIV感染症、その他の疾患
や治療に伴う免疫抑制状態
その他の小児領域の疾患（高度肥満、早産児、医療的
ケア児、施設入所や長期入院の児、摂食障害）
その他重症化リスクが高いと医師に認められた方

〈令和５年春開始接種券の発送予定について〉
対象者 発送時期

前回接種日から３か月を経過している方
かつ
高齢者（65歳以上）
又は、18歳から59歳の方で、令和４年
度４回目接種時期に基礎疾患を有する者
等又は医療従事者等に該当する者として、
接種券送付申請手続をした方

令和５年４月
下旬から、
順次発送予定

〈生後６か月を迎えるお子さんの接種券について〉〈生後６か月を迎えるお子さんの接種券について〉
　・ 令和４年９月２日以降にお生まれになったお子さんでワクチン接種を希望される方は、接種券をお送りしま

すので、保健センターまでご連絡ください。

この情報は、令和５年３月14日時点の情報です。国の方針により、今後変更となる場合がありますのでご了承ください。

問 接種予約・相談に関すること　郡新型コロナワクチン予約・相談センター（☎624・9833）
　　接種券の発行に関すること　　町保健センター（☎637・3132、☎692・8658）

脳若トレーニング教室
　タブレット端末を使った認知症予防のための「脳若トレーニング」を体験してみませんか？
指先でなぞったり、軽く触れるだけの簡単な操作で、楽しく脳の活性化を目指しましょう！
※タブレット端末はこちらで用意しますので購入は不要です。
日　時：５月９日、23日、６月６日、20日、７月４日、18日、８月１日（いずれも火曜日）　午前10時～11時
会　場：総合文化ホール２階　交流室２　※送迎はありません。
対象者：本町に住民票があり、65歳以上で要介護（要支援）認定を受けていない方
定　員： 15人　参加費：無料　申込期間：４月18日（火）～21日（金）　受付時間：午前８時30分～午後５時15分
※定員になり次第受付を終了します。　※新型コロナウイルス感染症等の影響により、中止となる可能性があります。
※申込方法等の詳細はお問い合わせください。　　　　　　　 申・問 　地域包括支援センター （☎６３７・３１７５）
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令和５年度 新型コロナワクチン接種について令和５年度 新型コロナワクチン接種について
～ワクチンを無料で受けられる期間が延長されました～～ワクチンを無料で受けられる期間が延長されました～
　国から令和５年度の接種の概要が示され、ワクチン接種事業の実施期間が令和
６年３月末まで延長されました。
　また、５月７日までは現行の接種（令和4年秋開始接種）が継続されることになり
ますが、５月８日以降の接種（令和５年春開始接種）は、年齢や基礎疾患の有無などによって
接種できる回数や時期が異なりますので、ご留意ください。
　小児（５～11歳）のオミクロン株対応ワクチンによる追加接種（令和４年秋開始接種）については、
開始時期が遅く実施期間が短かったため、現行の接種は、８月末まで接種可能です。
　初回接種は、令和６年３月31日まで接種可能です。

令和４年度 令和５年度
令和５年５月７日まで
令和４年秋開始接種

令和５年５月８日から８月末まで（予定）
令和５年春開始接種

令和５年９月から12月まで（予定）
令和５年秋開始接種

初
回
接
種
が
完
了
し
た

12歳以上

65歳以上

接種対象

接種対象

接種対象

基礎疾患あり
医療従事者等
上記以外 接種対象外

5～11歳
基礎疾患あり 接種対象

上記以外
接種対象外

未接種者は継続

生後６か月～４歳（初回接種） 接種対象（従来型ワクチン）　　　　　　　　　　　　　　  令和６年３月31日まで

初回接種未完了者 接種対象（従来型ワクチン）　　　　　　　　　　　　　　  令和６年３月31日まで

初回接種に使用するワクチン
数には限りがありますので、
ご希望される方はお早めに接
種をご検討ください。

◦ ５歳以上65歳未満の方で、基礎疾患を有する方、医療従事者及び高齢者施設等従事者に該当する方で、令和４
年秋開始接種済（オミクロン株対応ワクチン接種済）の方は接種券送付申請が必要です。（令和４年度で接種券送
付申請手続をしている方を除く）

　※ 申請書は、町ホームページからダウンロードできます。また、保健センター・町内医療機関窓口にも設置し
ています。

◦ 未接種の接種券がある方（令和４年秋開始接種が未接種）は、令和５年春開始接種の対象者であれば、その接種
券を使用できます。

　令和５年４月１日から４種混
合予防接種の定期接種対象年齢
が「生後３か月以上」から「生後
２か月以上」に拡大となりました。
（�予診票等は該当
時期に個人通知
します。）

町国民健康保険「健康マイレージ事業」当選者番号発表
　町国民健康保険被保険者の方の健康づくりを推進する取組として、令
和４年７月から令和５年１月まで藍住町国民健康保険特定健診「健康マイ
レージ事業」を実施しました。191名の方から応募があり、令和５年２月
24日に開催された国民健康保険運営協議会において厳正な抽選を行った
結果、次の方々が当選されました。おめでとうございます。
　これからも健康づくりに取り組んでいただきますよう、お願いします。

商　品　券  ３万円  １名　　  ３３２５
商　品　券  １万円  ３名　　  ０６１１  １７６７  １８２５
商　品　券  ５千円  ５名　　  ０９３８  １０２８  １４１０  ２４６１  ４６１７
図書カード  ３千円  ５名　　  １１８３  １１９９  １２６０  ３２９４  ４６８８

※当選された方々には記念品を発送しています。

当
選
者
番
号

記
念
品

４種混合予防接種の
定期接種対象者拡大
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春のバラが見頃を迎えます春のバラが見頃を迎えます

春のバラの見頃春のバラの見頃　５月上旬～中旬　５月上旬～中旬
　バラ園では、約320種類、約1,100株の　バラ園では、約320種類、約1,100株の
バラが咲き始め、芳醇なバラの香りがバラが咲き始め、芳醇なバラの香りが
漂っています。色とりどりのバラをぜひ漂っています。色とりどりのバラをぜひ
ご観賞ください。ご観賞ください。

問 産業支援室（☎６３７・３１２０）産業支援室（☎６３７・３１２０）

西クリーンステーション基幹整備工事が完了しました！
　西クリーンステーションでは、令和３年６月に着工した基幹整備工事が、令和５年３月に無事完了しました。
　今回の工事では、今後の長期的な施設の安定稼働を目的に、老朽化していた排ガス処理設備等の更新を行いました。
　町民の皆さんのご理解とご協力により、大きな事故もなく工事を完了することができました。
　誠にありがとうございました。
　今後も計画的に設備の改修及び更新
を行っていきます。

問 西クリーンステーション
　　（☎692・7411）

　先月に蒔いた藍の種からどんどん発芽して、順調に育ってきて
います。定植も目前なので、畑の準備にも取りかかっています。
　それに加えて、協力隊の一年の成果を発表するための展示を４
月上旬まで藍の館で行いました。こちらで制作風景も少しお見せ
したいと思います。
　ご来場いただいた皆さん、誠にありがとうございました。
　2023年も、藍作に始まり蒅

すくも

造りから染めまで、日々学びながら
精一杯頑張っていきます。

地域おこし協力隊活動報告

中央監視装置排ガス処理設備



No 951No 951 ■ ■ 広報あいずみ広報あいずみ1111

　
チ
ケ
ッ
ト
は
総
合
文
化
ホ
ー
ル
窓
口
で
販

売
し
て
い
ま
す
。

　
発
熱
等
、
体
調
に
異
常
が
あ
る
方
は
ご
来

場
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

※�

今
後
の
感
染
症
の
状
況
に
よ
っ
て
、
イ
ベ
ン

ト
が
中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
詳
細
や
最
新
情
報
、

電
子
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
、
感
染
症
対
策
等

は
総
合
文
化
ホ
ー
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
各
イ

ベ
ン
ト
情
報
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問�

総
合
文
化
ホ
ー
ル（
☎
６
３
７・３
３
４
４
）

笑
福
亭
た
ま
・
旭
堂
南
湖

二
人
会 

in 

藍
住
町
②

日

時
　
４
月
29
日（
土
・
祝
）午
後
２
時
30
分
か
ら

場

所
　
大
ホ
ー
ル

出

演
　
笑
福
亭
た
ま
・
旭
堂
南
湖

入
場
料
　（
全
席
自
由
席
）

　
　
　
　
大
学
生
・
一
般
　
１
５
０
０
円

　
　
　
　
小
・
中
・
高
校
生
　
千
円

※
当
日
は
５
０
０
円
増

落
語
＆
講
談

　
　
　
　
落
語
　
時
う
ど
ん

　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
一
席（
お
楽
し
み
）

　
　
　
　
講
談
　
賀
川
豊
彦
一
代
記

　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
一
席（
お
楽
し
み
）

主

催
　
た
ま
・
南
湖
二
人
会
実
行
委
員
会

共

催
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

實
川
風
ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

日

時
　
５
月
21
日（
日
）午
後
２
時
か
ら

場

所
　
大
ホ
ー
ル

出

演
　
實
川
風

入
場
料
　（
全
席
指
定
席
）

　
　
　
　
一
般
　
３
千
円
、
高
校
生
以
下
　
千
円

　
　
　
　
町
民
券
　
２
５
０
０
円（
前
売
の
み
）

※
当
日
は
５
０
０
円
増

※
未
就
学
児
入
場
不
可

※�

町
民
券
の
取
扱
い
は
ホ
ー
ル
窓
口
の
み
。

購
入
の
際
は
住
所
確
認
が
で
き
る
も
の
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

あ
が
た
森
魚
ラ
イ
ヴ「
ボ
ブ
・
デ
ィ

ラ
ン
と
玄
米
」２
０
２
３
㏌
藍
住
町

日

時
　
６
月
11
日（
日
）午
後
２
時
30
分
か
ら

場

所
　
大
ホ
ー
ル

出

演
　
あ
が
た
森
魚

入
場
料
　
前
売
　
３
千
円
　
※
当
日
は
５
０
０
円
増

主

催
　�

あ
が
た
森
魚
ラ
イ
ヴ
㏌
藍
住
町
実
行
委
員
会

共

催
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

古
今
亭
志
ん
橋
・
志
ん
丸
お
や
こ
会
Ⅱ

日

時
　
６
月
25
日（
日
）午
後
２
時
か
ら

場

所
　
大
ホ
ー
ル

出

演
　
古
今
亭
志
ん
橋

　
　
　
　
古
今
亭
志
ん
丸

木
戸
銭
　（
全
席
指
定
席
）

　
　
　
　
一
般
　
２
千
円

　
　
　
　
高
校
生
以
下
　
５
０
０
円

　
　
　
　
町
民
券
　
１
５
０
０
円（
前
売
の
み
）

※
当
日
は
５
０
０
円
増

※�

町
民
券
の
取
扱
い
は
ホ
ー
ル
窓
口
の
み
。

購
入
の
際
は
住
所
確
認
が
で
き
る
も
の
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

電子
チケット

電子
チケット

皆さんで
徳島ヴォルティスの
応援に行きましょう！

●ホームゲームご案内
　４月16日（日） 午後２時から VS Ｖ・ファーレン長崎
　５月３日（水・祝）午後2時から VS 清水エスパルス
　５月17日（水） 午後７時から VS ツエーゲン金沢

●試合会場　ポカリスエットスタジアム

　
藍
住
町（
勝
瑞
）出
身
力
士
の
藍（
髙

原
魁
成
さ
ん
・
高
田
川
部
屋
）の
三
月

場
所
の
成
績
は
、
２
勝
５
敗（
序
二
段

三
十
三
枚
目
）で
し
た
。

　
五
月
場
所（
５
月
14
日
～
2８
日
・
両

国
国
技
館
）で
の
活
躍
を
期
待
し
ま

し
ょ
う
。

◎
休
館
日

　
毎
週
月
曜
日

　
図
書
整
理
日
　
４
月
20
日（
木
）

　
祝
　
日
　
４
月
29
日（
土
）

　
　
　
　
　
５
月
３
日（
水
）～
５
日（
金
）

◎
お
は
な
し
会

　
毎
週
日
曜
日

　（
年
末
年
始
・
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

◎
あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会

　
第
２・４
水
曜
日

　（
年
末
年
始
・
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時

問 

図
書
館（
☎
６
９
２・０
０
７
０
）

●
●
● 

図
書
館
の
行
事 

●
●
●
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令和５年度国民健康保険税の税率について令和５年度国民健康保険税の税率について
　国民健康保険税の算定に係る資産割について、税負担の公平性の観点から、徳島県の運営方針において廃止に向けて
進められています。
　本町では、令和６年度までに資産割を廃止するため、昨年度から段階的に税率を変更することとなりました。
　国民健康保険加入者の方には、新しい税率で負担していただくこととなりますが、国民健康保険制度の安定的な運営に、
ご理解とご協力をお願いします。
◇令和５年度の税率（改正内容）

医療給付費分 後期高齢者支援金等分 介護納付金分
改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後

所得割額 8.0% 8.3% 2.6% 2.7% 2.3% 2.4%
資産割額 17.0% 8.0% 4.0% 2.0% 4.0% 2.0%
均等割額 29,000 円 30,000 円 7,500 円 7,700 円 7,500 円 7,500 円
平等割額 26,500 円 27,500 円 7,100 円 7,300 円 5,200 円 5,500 円

賦課限度額 650,000 円 650,000 円 200,000 円 220,000 円 170,000 円 170,000 円

◇納税通知書発送と税額試算
　�納税通知書の発送は7月中旬を予定しています。令和５年度の国民健康保険税額をあらかじめ確認したい場合は試算が

できます。試算を希望する場合は、必要なものを持参し税務課にお越しください。
　○必要なもの　・マイナンバーカードや運転免許証等の本人確認書類
　　　　　　　　・国民健康保険加入者全員及び世帯主の令和４年分の源泉徴収票や所得申告書の控え
　　　　　　　　※同一世帯以外の方が試算を申請される場合は、委任状が必要となります。
問 �税務課（☎637・3117）

■ ■　■ ■

■■■■  ■■  ■■   ■■■■

■■■■■

■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■

■ ■

■ ■
■ ■ ■■■■■　■■　■■■

上場株式等の特定配当所得及び特定株式等譲渡所得に係る課税方式の選択について上場株式等の特定配当所得及び特定株式等譲渡所得に係る課税方式の選択について
　上場株式等の特定配当所得及び特定株式等譲渡所得に
おいて、所得税と住民税で異なる課税方式を選択する場合は
「町・県民税　特定配当等・特定株式等譲渡所得金額申告
書」を税務課へ提出する必要があります。
　上記申告書の提出期限は、住民税の納税通知書が送達さ
れる日までです。納税通知書の送達後は変更することができ
ません。
　町県民税の納税通知書送達日は原則として次のとおりです
が、課税額の決定及び納税通知書発送準備の都合上、お早
めにご提出ください。

　なお、令和６年度（令和５年分確定申告）分以降は、上場株
式等の特定配当所得及び特定株式等譲渡所得において、所
得税と住民税で異なる課税方式を選択することができなくなり
ます。所得税を含め、申告の選択を慎重に判断してください。

問 �税務課（☎637・3117）

■納税通知書送達日
徴収方法 納税通知書送達日

給与特別徴収（給与から天引き） ５月上旬
普通徴収（納付書、口座振替） ６月上旬年金特別徴収（年金から天引き）

　令和５年10月１日から、消費税の仕入税額控除の方式として適格請求書等保存方式（インボイス制度）が実施されます。
　事業者の皆さんには、インボイス制度について理解を深めていただき、インボイス制度の実施に向けて必要な準備を進めていた
だくため、インボイス制度等説明会を開催しますので、ぜひご参加ください。

説明会の名称 開 催 日 時 開 催 場 所 各定員
インボイス制度説明会（消費税の仕組みから知りたい方向け） ４月19日(水) 午前10時30分～正午

鳴門税務署
大会議室

鳴門市撫養町
南浜字東浜
39番地3

24人

インボイス制度説明会（登録申請相談会） ４月19日(水) 午後１時30分～３時
インボイス制度説明会（消費税の仕組みから知りたい方向け） ５月17日(水) 午前10時30分～正午
インボイス制度説明会（登録申請相談会） ５月17日(水) 午後１時30分～３時
インボイス制度説明会（消費税の仕組みから知りたい方向け） ６月14日(水) 午前10時30分～正午
インボイス制度説明会（登録申請相談会） ６月14日(水) 午後１時30分～３時
　�登録申請相談会については、説明会終了後、登録申請を希望される方を対象に申請手続のサポートを行います。詳細は、
お申込みの際に税務署職員にお問い合わせください。

〇会場収容人数の都合上、事前予約制としますので、事前にお問合せ先まで申込みをお願いします。
　　 鳴門税務署 法人課税第一部門（☎ 685・4101（代表）（内線 22））
　　 代表電話にお問い合わせいただく際は、自動音声案内に沿って｢２｣を選択してください。
問

消費税インボイス制度等説明会について消費税インボイス制度等説明会について鳴 門 税 務 署 か ら の お 知 ら せ
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後期高齢者医療制度　保険料のお知らせ後期高齢者医療制度　保険料のお知らせ
　令和５年度から高齢者の医療の確保に関する法律施行令の一部改正に伴い、均等割額軽減世帯の所得判定基準の見直
しが行われます。
　また、下記の計算方法で算出された保険料には、所得の低い方及び国保・国保組合以外の健康保険の被扶養者であっ
た方の軽減制度があります。
　被保険者の方に納めていただく保険料は、公費や現役世代の支援金とともに大切な財源となり、後期高齢者医療に要
する費用に充てることとなっています。

問 �県後期高齢者医療広域連合事務局事業課（☎677・3666）　町健康推進課（☎637・3115）

保険料の
支払方法

★特別徴収（年金天引き）の方
　 ４月、６月、８月の年金から天引きされる保険料は、前年の所得が確定していないため、仮に算定した額となります。前年の所得

確定後、８月に保険料額の決定を行い、確定した年間保険料額から仮算定分を差し引いた額を１０月、１２月、 ２月の年金から天
引きさせていただきます

★普通徴収（納付書・口座振替）の方
　 ８月に保険料額の決定通知書及び納付書（口座振替の方を除く）をお送りします。８月から３月までの各月末日が納期限（口座振替

日）となります。

保険料=均等割額+所得割額
※100円未満切捨て，上限額66万円

均等割額　56，044円
○被保険者が等しく負担

所得割額
基礎控除(43万円)後の総所得金額等

×
所得割率 10.47％

○被保険者の所得に応じて負担

保険料の計算方法
（令和４年度・令和５年度）

保険料の軽減（令和５年度）
均等割額の軽減

被用者保険の
被扶養者であった
場合の軽減

世帯主と世帯の被保険者の所得額の合計に応じて、均等割額が軽減されます。

後期高齢者医療制度加入の前日まで、国保・国保組合以外の健康保険の被扶養者で
あった方は、所得割額の負担がなく、後期高齢者医療制度の被保険者になってから
２年の間、均等割額が５割軽減されます。ただし、上記の７割軽減に該当する場合は、
該当する軽減割合が適用されます。

世帯の所得額の合計 均等割額の軽減割合
43万円＋「10万円×（年金・給与所得者の数－１）」以下 7割
43万円＋「29万円×世帯の被保険者数」＋「10万円×（年金・給与所得者の数－１）」以下
（令和４年度：43万円＋「28万5,000円×世帯の被保険者数」＋「10万円×（年金・給与所得者の数－１）」以下） 5割

43万円＋「53万5,000円×世帯の被保険者数」＋「10万円×（年金・給与所得者の数－１）」以下
（令和４年度：43万円＋「52万円×世帯の被保険者数」＋「10万円×（年金・給与所得者の数－１）」以下） 2割

被用者保険の被扶養者であった被保険者に対する被保険者均等割軽減
(後期高齢者医療制度の被保険者になってから２年の間)

均等割額の軽減割合
5割

　CKDは自覚症状が少ないまま、腎
臓の働きが悪くなる病気です。一度
壊れてしまった腎臓は元に戻りませ
ん。尿が作れなくなると、週に2～3
回の人工透析が必要となります。
　人生100年時代！腎臓病の悪化を
防ぎ、心身共に健康で、あなたらし
い生活を送れるよう、特定健診等を
受診された方は結果を見直してみま
しょう。

あなたの腎臓は大丈夫？CKDは
「成人の８人に１人」

が発症する
新たな国民病です

8
Chronic
慢性

Kidney
腎臓

Disease
病CKDCKD【慢性腎臓病】

 

（1 +/2 +/3 +）は
医療機関の受診を
蛋白尿は腎臓の涙！
泣いている原因を探しましょう。

60未満は
医療機関の受診を
年齢・性別・血清クレアチニン値より計算
されるeGFR値は、腎臓の状態を示します。

　透析導入者の原疾患第１位は糖尿病性腎症であり、糖尿病と腎臓病は深い関わりがあります。
　糖尿病重症化予防の一環として医療機関の先生方と関係機関が連携し、「板野郡糖尿病性腎症重症化予
防懇話会」を行っています。取組については町ホームページでご紹介しています。右の二次元コードから
ご覧ください。
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団地内の道路側溝清掃団地内の道路側溝清掃

問 生活環境課（☎637・3116）　西クリーンステーション（☎692・7411）

５月21日(日)は町内一斉清掃の日です５月21日(日)は町内一斉清掃の日です
（小雨決行）　※雨天の場合５月28日（日）へ延期します

一斉清掃に参加しましょう。美しく快適で住み良い町づくりは地域の環境美化から！

環境美化運動期間土砂仮置場付近地図

住吉神社奥野ニュータウン宮本整体
療術院 

合気道
道場

×通行止×

×

止
行
通

正法寺川

奥野橋

土砂仮置場

出口

出口

入口

メディング

橋
鳥
千

橋
村
元

6名配置 警備員

ゆめタウン徳島

you
me 藤川自動車

◆ 一斉清掃の日は、粗大ごみを取り扱いません。
◆ 排水路の土砂処理（運搬）は各自治会でお願いします。
◆ 混雑が予想されますので、進入は係員の指示に従って

ください。土砂仮置場までの道路等を汚さないように
お願いします。

◆ 一般収集日に出せる空きビン・空き缶・燃やせないご
み等は、指定日に指定場所へ出してください。

補助金の交付
　町内一斉清掃で、地域の清掃美化を行った自治会等に
対して補助金を交付します。駐在員の方は、一斉清掃補
助金申請書兼実績報告書の提出をお願いします。
※�小規模な団地内での一斉清掃活動も提出をお願いします。

　一斉清掃の土砂・草木類は、土砂仮置場（地図参照）
で受け入れます。持込みは、付近の方に迷惑が掛からな
いよう、受入時間内にお願いします。また、道路幅が狭
いので、２トンを超える車の乗り入れはご遠慮ください。

５月８日から６月７日は藍住町環境美化月間です。
　環境美化運動は今年で51回目を迎えます。
　私たちが住む町の道路や排水路、公園などをきれい
にし、快適で住み良い町にしましょう。

 受入時間　５月21日（日）午前８時から正午まで

　団地内等の道路側溝清掃の申込みを受け付けています。側溝清掃をスムーズに行うためには、地域の皆さん
のご協力が不可欠です。実施の際には多くの方がお手伝いくださるようお願いします。
※ お手伝いいただく内容は、５人程度を１組として、側溝の穴を覆うためのゴムシートの移動などです。
※ 側溝清掃の申込みは、自治会ごとに隔年での申込みとなります。

受付期限　５月31日（水）まで
実施期間　 ５月下旬から順次実施予定

申・問 　建設産業課 （☎６３７・３１２２）

　「
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
」や

「
藍
住
町
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
」の
規
定
に

基
づ
き
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和
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年
度
一
般
廃
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物
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理
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施
計
画
を
定
め
ま
し
た
。

　
本
町
の
一
般
廃
棄
物
の
処
理
は
、
こ

の
計
画
に
基
づ
い
て
行
い
ま
す
。
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民
の
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別
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等
、
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ご
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※�

詳
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は
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せ
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だ
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令
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５
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計
画

一
般
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棄
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計
画

問 

生
活
環
境
課

（
☎
６
３
７・３
１
１
６
）

種　　類 排出量 計

家
　庭
　系
　ご
　み

燃 や せ る ご み 6,000t

8,977t

燃 や せ な い ご み 100t
資
　源
　ご
　み

缶 類 80t
び ん 類 200t
ペ ッ ト ボ ト ル 50t
蛍光灯・古着・古紙類 792t
廃 プ ラ ス チ ッ ク 類 1,000t
乾 電 池・ 金 属 類 110t

粗 大 ご み 645t
事 業 系 ご み 2,000t 2,000t

し
尿

し 尿 500kl 11,000kl浄 化 槽 汚 泥 10,500kl
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　高齢者の外出を支援し、外出機会を増やすことで介護予防に繋げるとともに、普段からの移動に地域公共交通を活用
するという意識の醸成を目的として、藍住町ノリ乗りタクシー券事業を実施します。
１　対象者（今年度実施分から対象要件を緩和しました）
　　（１）4月1日現在、75歳以上の方で要介護認定を受けていない方
　　（２）65歳以上の要介護認定を受けていない方で、運転免許証を返納又は失効した方
２　タクシー券の販売内容
　　・1万円分のタクシー券を1冊5千円で販売（1冊：500円券×20枚）します。
　　・1人につき3冊まで購入可能です。　・販売開始は、4月下旬を予定しています。
３　タクシー券の使用方法
　　・町内で乗車又は降車したときに使用できます。　・１回の乗車につき、運賃を超えない範囲で複数枚を使用できます。
　　・事前に登録された町内のタクシー事業者に限り使用できます。　・使用期限は令和6年3月31日までです。
４　購入方法
　　タクシー券の購入を希望される方は「購入券」に必要事項を記入し、販売窓口で購入してください。
　　販売窓口等の詳細については、購入券に同封される資料をご確認ください。
５　購入券の交付方法
　　・対象者（１）に当てはまる方は、4月下旬に町から郵送します。
　　・�対象者（２）に当てはまる方は、運転経歴証明書を持って政策推進室へ申請してください。なお、昨年度に申請さ

れた方は、申請不要です。　　　　　　　　　　　　　　　　　��　 申・問 　政策推進室 （☎６３７・３１２４）

　全国的なシステム更改作業により、次の期間中、本町でもマイナンバーカードに関する一部の手続ができません。対象の手
続は停止期間以外での手続をお願いします。ご不便、ご迷惑をお掛けしますが、ご理解のほどよろしくお願いします。対象手
続に関する詳細は、町ホームページをご覧ください。
停止期間　４月２９日（土）～５月７日（日）�※５月１日（月）、２日（火）は役場の開庁日ですが、対象の手続はできません。ご注意ください。

１ マイナンバーカードの交付（次のいずれかに当てはまる方は、マイナンバーカードの交付手続ができません。）
　•氏名や住所に代替文字（旧字体等）を含む方
　•マイナンバーカードを申請してから氏名や住所（住所表示変更を含む）の変更がある方
　•マイナンバーカードの申請時に電子証明書の発行を不要とし、マイナンバーカード交付の際に電子証明書の発行を希望する方
２ マイナンバーカードの暗証番号再設定
３ 藍住町転入に伴うマイナンバーカードの継続利用
４ 転居や氏名変更に伴うマイナンバーカードの券面事項更新
５ 電子証明書の発行、失効及び更新
６ マイナンバーカードの一時利用停止解除
７ マイナンバーカード在留期間更新に伴う有効期間変更及び特例期間延長

令和５年度「ノリ乗りタクシー券事業」のお知らせ令和５年度「ノリ乗りタクシー券事業」のお知らせ

マイナンバーカードに関する一部手続の停止マイナンバーカードに関する一部手続の停止

の申込みは、令和５年9月末まで！
　マイナポイントは、スマートフォン（マイナポイントアプリ対応）又はパソコンとＩＣカードリーダー
（マイナンバーカード対応）があれば手続できます！
　マイナポイント第２弾の詳細は、右の二次元コードからご確認ください。
　スマートフォン等がない方は、次の手続スポットでも申し込みできます。

【町内の主な手続スポット】
・役場１階　住民課前　※住民課前では、令和５年9月末までマイナポイントの手続スポットを設置しています。
　大変混雑し、ご案内まで時間がかかることがあります。ご理解をお願いします。
・郵便局　・携帯ショップ（ソフトバンク、ワイモバイル、ドコモ、au）
・ヤマダデンキ　・コンビニエンスストア（ローソン、セブンイレブン）
※一部対応していない店舗もあります。　※公金受取口座の登録ができない場合があります。

【マイナポイントの手続に必要な物】
・マイナンバーカード　・利用者証明用電子証明書パスワード（数字４桁）
・�本人名義のキャッシュレス決済サービス（PayPay、auPAY、ｄ払い、ＷＡＯＮ、ゆめか、エフカマネー等）
※�18歳未満の未成年者は、法定代理人（父・母などの親権者）の決済サービスで申込みできます。
・本人名義の口座が確認できる物（通帳、キャッシュカード等）　　　　　　　　　 申・問 　住民課（☎637・3112）

総務省トップページ

対
象
の
手
続

〈マイナポイントの申込手続への影響〉
停止期間に関係なく、手続できます。
※�暗証番号を忘れた場合やロックされた
場合、停止期間中は解除・再設定の
手続ができません。その場合は、解除・
再設定の手続完了後にマイナポイント
の申込手続を行ってください。

問 個人番号カードコールセンター（☎0570・783・578）
   　マイナンバー総合フリーダイヤル（☎0120・95・0178）
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藍 住 町 教 育 基 本 方 針
1　�基本的人権と公共の精神を尊重し、人間性豊かで創造性に富む人間の育成を図る。
2　�子どもたちの心身ともに健やかな成長を図るため、家庭、地域、学校、行政が連携し、協力し合える環境づく
りを推進する。

3　�郷土の歴史と文化に対する理解と愛情を深め、価値ある伝統の継承と新しい文化の創造を図り、これを基盤と
したグローバルな視野を持った人間の育成を推進する。

4　�高齢化社会の進展を見据え、地域の連帯感を重視した生涯学習社会の形成を図る。
5　�体育・スポーツの振興と健康への意識の高揚を図り、心身ともに健康な生活を指向するための啓発や環境づく
りを推進する。

6　�交通安全や防災、防犯、情報管理など様々な安全への意識の高揚を図る。

2023年度　努力目標2023年度　努力目標
１　 創意に満ちた特色ある学校づくり
⑴ 　教育課程の創意工夫と着実な実践の推進
⑵ 　学校の良き伝統の継承
　　藍染め・阿波踊り・環境学習etc
⑶ 　幼・小、小・中の間の交流と連携による、滑ら

かな接続
⑷ 　就学前教育に資する保幼連携の強化

２　 信頼される開かれた学校経営
⑴ 　校長、園長による教育方針についての家庭や地

域への積極的な発信
⑵ 　学校運営協議会及び地域学校協働活動の効果的

な運営による地域の教育力の活用
⑶ 　町・地域と連携した防災教育の推進
⑷ 　関係機関との連携強化による教育困難家庭の支援

３　 確かな学力と豊かな心、そして健やかな心身を
育む教育の推進

⑴ 　教員の働き方の見直しと、研修時間や子どもと
向き合う時間の確保

⑵ 　子どもの読書活動の活性化と読解力向上の取組の推進
⑶ 　アクティブラーニングの発想を含む授業改善の

ための研修の推進 
⑷ 　ネット、スマホ問題対策を含むより良い生活習

慣づくりのための家庭支援
⑸ 　いじめ、不登校問題対策に資する“ポジティブ

な行動支援”の幼・小・中を通した取組
⑹ 　専門性の向上による特別支援教育の推進
⑺ 　グローバル人材育成を目指す英語教育の推進
⑻ 　家庭・地域・関連機関と連携した食育の充実
⑼ 　幼児・児童・生徒を持つ家庭教育支援を図るた

めの相談体制の充実
⑽ 　学力向上に資するタブレットの活用推進とその

環境整備

４　 スポーツ、文化活動の発展と充実
⑴ 　町の様々な人権課題への粘り強い取組の継続
⑵ 　総合文化ホール等の町施設の活用を含む
　 生涯学習の促進
⑶ 　子ども、高齢者を含むスポーツの推進及び健康

意識高揚の取組の推進

５　 伝統文化の継承と文化活動の発展及びその啓発
⑴ 　町民への藍文化の啓発及び歴史文化遺産の研究

と広報活動の推進
⑵ 　史跡整備や各種文化活動の支援と生涯学習の機

会の提供
⑶ 　藍住町文化財保存活用地域計画の作成と運用

迷惑電話防止機能付き電話機等の購入費の一部を補助します！迷惑電話防止機能付き電話機等の購入費の一部を補助します！
　悪質な電話勧誘販売や振り込め詐欺等の特殊詐欺による消費者被害を未然に防ぐため『迷惑電話防止機能が
ある固定電話機』又は『迷惑電話防止用の外付け機器』の購入費用の一部を補助します。

申・問 産業支援室（☎637・3120）

次の全てに該当する方
①本町に居住し、住民登録がある65歳以上の方
②補助対象機器を購入した方
③町税等を滞納していない方

公益財団法人全国防犯協会連合会が推奨する優良迷惑電話防止機器（優良防犯電話）で次のいずれかに該当する機器
①自動応答録音機能付きの固定電話
②固定電話に外付け可能な自動応答録音機能がある機器
※中古品やファクシミリのみ・携帯電話・スマートフォン、通信販売での購入は補助対象外です。
※購入後３か月を経過していないものが対象となります。

令和６年１月31日（水）まで
※申請順に受付、予算額に達し次第終了となります。

購入金額の１/２（100円未満切捨て）※上限額１万円
※補助金の交付は１世帯１台限りです。

補助対象者条件

補助対象機器

申請受付期限

補助金額
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「「私は差別なんかしていない」と思っていませんか?私は差別なんかしていない」と思っていませんか?」」
      〜 〜 部落問題を通して考える日常の中の差別部落問題を通して考える日常の中の差別 〜 〜

●藍住町スローガン●

守れ人権 許すな差別

人権標語人権標語 藍住東中学校生徒作品

考えよう　その行動は　正しいか	 	 ３年	 山村　奏太
常に人の気持ちを考えよう	 	 ３年	 大内　紗和
お互いに　気持ちを考え　いじめゼロ	 	 ３年	 天羽　眞華
人と人　協力し合う　思いやり	 	 ２年	 片山　陽葵
笑顔の輪　みんなで紡ぐ　大きな輪	 	 ２年	 清水　裕斗
声かけ　一人で悩む友だちに　　　　　　	 ２年	 森　健太朗

　BURAKU�HERITAGEメンバーの上川多実さんの講演会に参加しました。上川さんの両親は関西の被差別部落
の出身ですが、上川さんは東京都の被差別部落でない地域で生まれ育ちました。ご自身が被差別部落にルーツが
あるということは、子どもの頃から両親に聞いて知っていました。直接差別を受けることはありませんでしたが、
上川さんの周りには部落差別が存在し、自分もいつか就職するときや結婚するときに差別を受けるかもしれない
という不安が付きまとったそうです。そんな中で、一番つらかったのは、周囲の「無関心」や「無知」で、自分のこ
の不安な気持ちを相談したくても部落差別について知らなかったり、「そんな昔の話、今はもうないでしょう」と言
われたり、自分の気持ちを分かってもらえないことでした。自分の不安が、周りの人にはないことになっている
つらさから、自分の存在が否定されているような感覚があったそうです。

平等と公平
　上川さんは、全てに平等ということと
公平ということは違うということを、次
のような例えを使って説明されました。
　一定の高さの塀があり、３人の背の高
さが違う人がいます。塀の向こうを観た
いときに、皆に平等に同じ大きさの台を
１箱ずつ与えても、結局は背の一番小さ
い人は届きません。背の一番高い人には
箱は無し、中間の人には１箱、背の一番低い人には２箱を与えて、皆が公平に塀の向こうを観ることができるよ
うにする、これが公平で、必要な支援なのです。差別する人は、与えた箱の数だけを見て平等でないと考え、ね
たみをいうことにつながるということです。

無関心・無知・無理解という差別
　「知らない人が多いならそのまま放っておけば差別はなくなる」という寝た子を起こすな論を言う人がいますが、
知らないからこそしてしまう差別があります。また、今差別を受けている人に「我慢しろ」と言っているのと同じ
ことだとも言っています。この寝た子を起こすな論や部落差別はもうないとする言動は、部落の人たちが抱えて
きた社会的背景を無視した批判であり、普段の何気ない会話や行動、学校や職場など日常生活の中に現れる偏見
や差別に基づく「見下しや侮辱」のマイクロアグレッションにあたるとされます。

　社会の仕組みの中で、多数者への配慮は当然のこととされ、配慮とは言われません（マジョリティ特権）。対照
的に、少数派への配慮は特別なこととして可視化されます。意識しなければならないマイノリティ（少数派）と、
意識しなくてもよいマジョリティ（多数派）、意識していないと、自分も差別をする側にいることがあります。ま
ずは、差別について知ることからはじめましょう。

町人権教育推進協議会運営部会　樫原　洋子
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月 火 水 木 金 土
1

行政相談
2

一般相談
3 4 5 6

7 ８
人権相談

9 10 11
法律相談

12 13

14 15 16
一般相談

17 18 19
税金相談

20

21 22 23 24 25
法律相談

26 27

28 29 30 31

5月

※法律相談については完全予約制となっております。※相談は無料・秘密厳守です。●場所　総合文化ホール2階　相談室
●こども相談（平日の午前中）「富吉・東中富・奥野・徳命・西部・住吉・勝瑞」の各児童館　●相談センター専用電話　☎692・6222
●健康相談（毎週月曜日）…「保健センター」（☎692・8658）　　　　　　　　　　　 ●時間　人権、行政、一般相談は午後1時30分～3時30分、
●介護相談（随時受付）…「地域包括支援センター」（☎637・3175）　　　　　　　　　　　　　その他は午後1時～3時

心
配
ご
と
相
談
所
カ
レ
ン
ダ
ー

令
和
５
年
５
月
６
月
相
談
日
の
お
知
ら
せ

日 月 火 水 木 金 土
1

特設人権
２ 3

4 5
行政相談

6
一般相談

7 8
法律相談

9 10

11 12 13 14 15 16
税金相談

17

18 19 20
一般相談

21 22
法律相談

23 24

25 26 27 28 29 30

6月
日

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
情
報

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
情
報

18
歳
か
ら
ひ
と
り
で
契
約
で
き
る
！

　
昨
年
４
月
か
ら
、
成
年
年
齢

の
引
下
げ
に
よ
り
1８
歳
以
上
は

ひ
と
り
で
契
約
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
未
成
年
者
が
親
の
同
意
を

得
ず
に
結
ん
だ
契
約
は
取
り
消
す
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
1８
歳
以
上
で
結
ん
だ
契
約
は
原

則
取
消
し
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、
契
約
を
結
ぶ
前
に
次
の
点
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

�

・�

契
約
書
に
サ
イ
ン
を
す
る
前
に
内
容
を
十

分
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

�

・�

迷
う
と
き
は
す
ぐ
に
サ
イ
ン
せ
ず
、
一
旦

時
間
を
お
い
た
り
、
家
族
や
周
り
の
人
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

�

・�

契
約
書
は
、
民
法
や
消
費
者
契
約
法
な
ど

の
法
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
ル
ー
ル
を
知
っ
た
上
で
契
約
し
ま

し
ょ
う
。

困
っ
た
と
き
の
相
談
情
報
窓
口

『
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
』

　
消
費
生
活
相
談
員
２
名
が
無
料
で
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。
事
業
者
と
消
費
者
の

ト
ラ
ブ
ル
で
不
安
な
と
き
、
困
っ
た
と
き

は
お
気
軽
に
連
絡
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

相
談
日
時
　
平
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※�
窓
口
相
談
の
場
合
、
個
室
を
ご
用
意
で
き

ま
す
の
で
、
事
前
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

場

所
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　（
役
場
２
階�

産
業
支
援
室
内
）

泣
く  

い
や
よ
は
こ
こ
！

問�

専
用
電
話（
☎
６
７
９・１
８
４
８
）

　
　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　（
局
番
な
し
１
８
８
）

板
野
東
部
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

ふ
ぁ
み
さ
ぽ
よ
っ
と
い
D
a
y
!! 

in 

藍
住

豆
腐
作
り

　
藍
住
町
婦
人
会
の
方
が
、
豆
腐
の
作
り
方

を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

日

時
　
５
月
17
日（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

場

所
　
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー
１
階
　
加
工
室

定

員
　
15
人
　
託
児
な
し

参
加
費
　
３
０
０
円

　
　
　
　
　（
お
豆
腐
の
お
土
産
付
き
）

持
ち
物
　�

長
靴
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

手
拭
き
、
持
帰
り
容
器（
お
豆

腐
２
丁
入
る
大
き
さ
の
も
の
）

申
・
問�

板
野
東
部
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

（
☎
６
９
３・３
０
３
３
）

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

か
ら
の
お
知
ら
せ

春
の
軽
登
山「
雲
早
山
」

　
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
群
生
地
を
求
め
て
…
。

日

時
　
５
月
７
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
６
時
30
分
出
発

※
雨
天
の
場
合
は
５
月
13
日（
土
）に
延
期

集
合
場
所
　
総
合
施
設
駐
車
場

対
象
者
　�

小
学
４
年
生
以
上
の
あ
い
ず
み

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
で
軽
登

山
の
で
き
る
方

参
加
費
　
６
千
円

定

員
　
15
人�（
申
込
順
）

申
込
開
始
　
４
月
17
日（
月
）か
ら

※�

５
月
１
日（
月
）以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
参

加
費
を
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

申
・
問�

N
P
O
法
人
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
ク
ラ
ブ 

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

情情　　報報
NOWNOW
情　報
NOW

第
62
回
藍
住
町
春
季
卓
球
大
会

日

時
　
５
月
2８
日（
日
）午
前
９
時
か
ら

場

所
　
体
育
セ
ン
タ
ー

試
合
方
法
　
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
　
ダ
ブ
ル
ス
団
体
戦

チ
ー
ム
編
成
　
１
チ
ー
ム
６
人（
抽
選
に
よ
る
チ
ー
ム
編
成
）

参
加
資
格
　
町
内
在
住
又
は
在
勤
の
方
、
町

卓
球
協
会
会
員
、
町
卓
球
協
会
が
認
め
た
方

※
１
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
費
　
１
人
　
千
円

※
大
会
当
日
に
本
部
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
５
月
17
日（
水
）ま
で

※�

事
故
等
の
責
任
は
負
え
ま
せ
ん
の
で
、
十

分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問�

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７・３
１
２
８
）

令
和
４
年
度
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
募
集

　
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
で
は
、
次
の
成
績（
令
和
４

年
４
月
か
ら
令
和
５
年
３
月
ま
で
の
間
）を
収
め

た
個
人
や
チ
ー
ム
に
対
す
る
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者

表
彰
を
行
う
た
め
、
該
当
す
る
方
又
は
ご
存
じ

の
方
か
ら
の
ご
連
絡
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

①
四
国
大
会
で
優
勝

②
西
日
本
大
会
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
大
会
で
第
２
位
以
内
の
入
賞

③
全
国
大
会
で
第
３
位
以
内
の
入
賞

④
県
小
学
・
中
学
・
高
校
新
記
録
・
県
記
録
の
樹
立

受
付
期
限
　
４
月
21
日（
金
）ま
で

申
・
問�

町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局（
町
教
育
委
員
会
内
）

（
☎
６
３
７・３
１
２
８
）
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月
届出おくやみ申し上げますおくやみ申し上げますおくやみ申し上げます 33月

届出

あ
い
ず
み
俳
壇
・
藍
住
歌
壇
の
掲
載
月
が
変
わ
り
ま
し
た

▼�

あ
い
ず
み
俳
壇（
俳
句
）と
藍
住
歌
壇（
短
歌
）を
隔
月
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　（
偶
数
月
：
俳
句
、
奇
数
月
：
短
歌
）

町
民
の
方
を
対
象
に
俳
句
・
短
歌
を
募
集
し
て
い
ま
す

▼�ハ
ガ
キ
に
作
品（
１
人
１
句
又
は
１
首
）と
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
投
稿
し
て
く
だ

さ
い
。
選
考
の
上
、
直
近
の
広
報
紙
へ
掲
載
し
ま
す
。

※
読
み
仮
名
の
表
記
が
必
要
な
場
合
は
、
必
ず
読
み
仮
名
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

申 

〒
７
７
１・１
２
９
２ 

奥
野
字
矢
上
前
52
番
地
１
　
政
策
推
進
室

は
に
か
み
て
枝
垂
桜
の
中
の
子
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　出
見

　啓
子

物
の
怪け

の
気
配
お
ち
こ
ち
夜
の
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　高
塚

　梨
花

せ
せ
ら
ぎ
の
音
変
え
に
け
り
花
の
屑

　
　
　
　
　
　
　
　
　伊
藤
た
つ
お

折
紙
の
つ
ん
と
上
向
く
女
雛
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
井
美
代
子

た
ら
の
芽
の
も
ぎ
し
ぬ
め
り
の
ま
ま
届
く

　
　
　
　
　
　
　吉
田

　善
子

箸
使
ふ
春
野
や
ち
よ
ん
と
膝
に
蟻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　吉
田

　京
湖

の
ど
け
し
や
山
頂
で
飲
む
レ
モ
ン
テ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　飯
田
ひ
と
み

春
愁
の
別
れ
拳げ

ん

骨こ
つ

タ
ッ
チ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　平
岡

　育
子

春
衣
検
温
シ
ー
ル
胸
に
貼
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　久
米
川
千
代

干
し
柿
の
甘
味
懐
か
し
亡は

は母
の
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　坪
平

　洋
子

五味　靖　選

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう
地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

子どもは、私たちの宝です
藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 P T A 連 合 会
藍 住 町 青 少 年 相 談 室
藍 住 町こども家庭支援室

（氏　名） （年　齢） （住　　所）

松　本　完　二 69歳 奥野字矢上前

西　川　弘　昭 71歳 勝瑞字東勝地

井　原　京　一 76歳 乙瀬字出来地

笹　田　和　子 91歳 勝瑞字新田

　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう健康
チェックや健康体操等を各地域で開催します。
開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

４月17日 月 午後１時30分～３時 住吉老人憩の家 健康チェック
レクリエーション

４月19日 水 午前９時30分～11時 江ノ口老人ルーム 健康チェック
健康体操

４月19日 水 午後１時30分～３時 徳命老人憩の家 健康チェック
フレイル講座

４月21日 金 午後１時30分～３時 東中富老人憩の家 健康チェック
健康体操

４月24日 月 午前９時30分～11時 乙瀬老人憩の家 健康チェック
健康体操

４月24日 月 午後１時30分～３時 奥野老人憩の家 健康チェック
健康体操

５月１日 月 午前10時～11時30分 あいずみ藍工房 健康チェック
脳若トレーニング

５月２日 火 午後１時30分～３時 西部老人憩の家 健康チェック
健康体操

５月10日 水 午後１時30分～３時 富吉老人憩の家 健康チェック
健康体操

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：�健康チェック（血圧測定、検尿）と健康体操、レクリエー

ション等を行っております。

問 �� 藍住町社会福祉協議会 （☎692・9951）
地域包括支援センター （☎637・3175）

いきいきサロンのご案内いきいきサロンのご案内

（子の氏名） （ふりがな） （性別） （父） （母） （住　　所）
矢　野　颯　人（はやと） 男 祐 樹・千 尋 勝瑞字東勝地
神　原　光　李（みつり） 男 史 弥・亜 紀 矢上字春日
矢　野　咲　良（さくら） 女 将 啓・由佳梨 奥野字猪熊
松　本　惺　來（せいら） 男 晴 樹・芽 生 矢上字春日
堤　　　由　衣（ゆ　 い） 女 諭 二・三 佳 徳命字前須東
神　野　和　音（お　 と） 女 泰 理・ 渚 奥野字前川
北　尾　維桜梨（いおり） 女 大 雅・日登美 富吉字穂実
石　見　　　大（だ　 い） 男 亮 ・良 子 奥野字東中須
松　本　あ　ん（あ　 ん） 女 幸 二・ゆきの 住吉字神蔵
岡　尾　奏　空（す　 あ） 女 宇 大・優 香 勝瑞字成長
佐　藤　心　実（ここみ） 女 大 介・菜 々 矢上字安任
追　谷　葵　帆（き　 ほ） 女 海 斗・愛 奈 徳命字前須西
原　田　菜　花（なのか） 女 悠 司・亜 衣 矢上字安任
坂　東　佑　亮（ゆうすけ） 男 永 充・友 美 徳命字名田
眞　﨑　陽　葵（ひまり） 女 瞬 ・佳 帆 住吉字逆藤
酒　巻　璃　月（り　 と） 男 兒 河・梨 沙 富吉字須崎
藤　田　芽　吹（めぶき） 男 重 紀・わかば 乙瀬字中田
吉　本　怜　央（れ　 お） 男 理 沙 勝瑞字成長
佐　藤　友椿蓮（ゆずは） 女 慶 太・真 由 富吉字富吉
髙　橋　　　凛（り　 ん） 男 量 一・真 美 奥野字乾
津　野　杏　介（きょうすけ） 男 智 ・友 美 住吉字江端
佐　藤　優　羽（ゆうは） 女 晃 大・久瑠美 徳命字名田
森　　　一　織（いおり） 男 友 哉・仁 美 富吉字富吉
芝　原　悠　稀（はるき） 男 克 和・裕香梨 奥野字矢上前
廣　 　侑　弥（ゆきや） 男 裕 司・由 美 住吉字江端
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※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。この広報紙は再生紙を使用しています 。
防災行政無線
テレフォンサービス

放送内容を聞き逃したときなどは… 　この番号に電話をかけることで、放送内容を確認
することができます。
※藍メールやYahoo! 防災速報、町ホームページで
　も確認できます。0120・49・3717

す　ぐ み な ひな ん

■
発
行
・
編
集
　
徳
島
県
藍
住
町
総
務
企
画
課
　
政
策
推
進
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
TEL.088-637-3124

■
所
在
地
　
〒
771-1292　

徳
島
県
板
野
郡
藍
住
町
奥
野
字
矢
上
前
52番

地
1　
　
　
	■
印
　
刷
　
㈲
三
星
堂
印
刷
所

A
pril

2023
N

o.951
令
和
５
年

４
月
15日

発
行

4

MASUDA
CLINIC

増田クリニック
TEL:088-693-3020
藍住町役場東 500m

健診・予防接種承ります。
●診療科目：内科・循環器科

心臓血管外科・ペインクリニック内科

診療時間 月 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○

／

○

○ ○ ○ ○

○
5:30
まで

午前9:00～12:30

午後2:30～　6:30

医療法人
健美会

とくしま耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

じ　　び　いん こう　か

診療時間

8:45～13:00

14:30～18:00
14:00
↓
14:45

月 火 水 木 金 土 TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店　南 200mエネオスはいる
西条北島線

徳島環状線
四国三郎橋▼

洋服の青山● ●釣具店

●陸運局

●
エネオスGSマルナカ成長店●

●はなまるうどん

N
とくしま
耳鼻咽喉科

㈳日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
㈳日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

院長　棚本　洋文

とくしま耳鼻科 ☜検索

「人生」という物語を
主人公として生き続ける
サービス付き 高齢者向け住宅

板野郡藍住町東中富敷地傍示50番地1
TEL.088-692-8589 いつもここから.com 検索

広報あいずみ広告・広報あいずみ広告・
町ホームページバナー広告町ホームページバナー広告主募集主募集

　広報あいずみと
町ホームページに
掲載する広告を
随時募集していま
す。申込方法等の
詳細は、町ホーム
ページをご覧くだ
さい。

広報あいずみ広告
広告料　1枠　1回18,000円
広告枠　1枠　縦60mm×横90mm

町ホームページバナー広告
広告料　1枠　月額10,000円
大きさ　縦60ピクセル　横150ピクセル
※町ホームページのトップページに掲載します。

申 ・問  政策推進室（☎637・3124）

TEL（088）635-8461
放課後等デイサービス

藍住町東中富字西安永133－71

支援を必要とする子ども（学童）に放課後の支援をご提供します。
月～土（9：30～17：30）
就労支援サービス
知的障がいのある人に福祉就労支援をご提供します。
月～土（9：30～ 15：30）

送迎サービスも行っておりますのでご相談ください

板野南小学校

ファミリー
マート

オレンジ
ノート

TEL（088）635-8461 藍住町東中富字西安永133－71

オレンジノートオレンジノートオレンジノート
ＮＰＯ法人　藍住町手をつなぐ育成会

TEL http://www.little-angel.biz
〒771-1201 板野郡藍住町奥野字原69－3

一緒に過ごした時間・・・
楽しい想い出 ありがとう


